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※ 「地域協力活動」･･･地域力の維持・強化に「直接」資する活動であり「公益性」を有するもの

地域おこし協力隊制度とは

都市地域から人口減少や高齢化等の進行が著しい地域に移住

して、地域ブランドや地場産品の開発・販売・ＰＲ等の

地域おこしの支援や農林水産業への従事、住民支援などの

「地域協力活動」※を行いながら、その地域への定住・定着を

図る取り組みです。

隊員を任命するのは各地方自治体であり、活動内容や条件、

待遇は募集自治体により様々です。

任期は概ね１年以上、３年以内です。

資料：岩手県ふるさと振興部地域振興室、「岩手県地域おこし協力隊ガイドブック Vol.3」より抜粋



地域おこし協力隊の隊員数及び受入自体数の推移（岩手県）

資料：総務省「令和６年度地域おこし協力隊の隊員数等について」より
https://www.soumu.go.jp/main_content/001003021.pdf
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地域おこし協力隊の隊員数等及び受入自治体数

隊員数 自治体数

【岩手県】
313人、32団体

（31市町村＋岩手県）
※調査時点では、北上市、田野畑村は０人

定住率：62.9％（178人）

【葛巻町での主な活動内容】

・ 観光コーディネーター

・ 高校魅力化

・ 商品開発

・ 寄宿舎ハウスマスター

※特別交付税ベース

【全国】

R６年度

7,910人、1,176団体

定住率：68.9％(5,539人)

葛巻町で導入開始

自治体数：（団体）



葛巻町地域おこし協力隊 隊員について

氏名 着任日 出身地 採用職種

儘田 洋平 R７年３月１日 群馬県安中市
くずまき山村留学生寄宿舎
ハウスマスター

川口 実由樹 R7年５月１日 千葉県千葉市 山ぶどう栽培サポーター

中尾 なつみ R7年３月１日 大阪府高槻市
くずまき山村留学生寄宿舎
ハウスマスター



自己紹介

名前：儘田 洋平

(ママダ ヨウヘイ)

綽名：ママディー、ママ君

出身：群馬県安中市

趣味：旅行、スポーツ全般

映画、アニメ鑑賞



葛巻町地域おこし協力隊

理由：活動内容に興味

幼少期から葛巻産牛乳を愛飲

仕事：寮の管理・運営、地域交流

内容：悩み相談、生活指導 など



今後の活動目標

「葛巻町に来てよかった」と
思ってもらえるような環境づくり！

・充実した高校生活

・体験型イベントの企画

・地域交流やイベント参加


